
✓妊娠馬へのワクチンは２回接種。妊娠６～８
カ月齢で初回の接種を行います。

✓今回の事例では妊娠７か月齢で流産しており、
ワクチンは未接種でした。

✓衛生情報では9カ月齢以降の流産に注意が必要
と記載しましたが、今回の事例のようにより
早い時期の流産もありますので、疑う事例が
ありましたら感染拡大予防対策を実施すると
ともに、かかりつけ獣医師にご相談ください。
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「馬鼻肺炎」を疑う流産事例【追記】


